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だれにでも心の奥に封印 し,墓場までもっていく秘密がある。カ トリック作家遠藤周
作はその点に何度 も繰 りかえ し触れている。そして 「その秘密以外の意識には神は働
かない」 と記し,心 の奥底になにかを秘め隠そうとする思いが,ど れほど尊いものと
なり得るかを説いた。黙り,遠藤のカ トリック信者 としての構えと作家としての姿勢
をとらえ,核 心へ迫るには,彼 が抱えていた秘密のなんたるかを探るプロセスを避け
ては通れない。そこで,遠 藤が秘密に執着するきっかけとなった正宗白鳥の臨終の際
のアーメンについて論 じた。ついで,自 作年譜の18歳の空白とその存在が闇に葬ら
れたままであった処女評論について言及,さ らに,生前は語 られることのなかったフ
ランス人女性 との婚約破棄のいきさつに目をとめた。 しか し,主 として彼の死後に話
題となったこうしたあれこれが,遠 藤の秘め隠さなくてはならなかった 「秘密」その
ものなのであろうか。
皿
『堀辰雄論』(「神 々と神 と」「堀辰雄覚書」 を収録)が 山梨 シルクセンター
出版部か ら限定本 として刊行 された際,遠 藤 は 「あとが き」をこう書きだ し
た 。
「一人の作家の処女作 は彼のその後に書 くべきすべての作品を決定す る」
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とい う言 葉が あ るが,私 の場 合 も同 じことが言 え る。(中略)自 分 がそ
の時,書 いてい ることがその後の作 家 と しての人生を きめてい るのだ と
あの時,知 っていただ ろ うか。1)
すでに触れたように,遠 藤周作の実質的な処女作2}は上智大学在学中に書
かれた 「形而上的神、宗教的神」である。雑誌 「上智」の投稿規定 にそって
自らの意志で物 された作品である以上,彼 がこの論を発表することに消極的
だったとは考えに くい。 しか し,生前,こ の小品について語 った記録がない。
18歳という文字通 りの若書 きに恥 じいる思いがあ ったか らか,肩 に力のは
いったテーマを忌み嫌 ったのか,あ るいは別に理由があるのか,と もか くも
文学活動の出発点に位置する作品はエ ッセイ 「神々と神と」であるとした。
弱冠24歳の とき,神 西清の推挽で世にでた作である。
「処女作はその後に書 くべきすべての作品を決定す る」 としなが ら,実 際
の処女作を闇へ葬 った心理のなんたるかを追求する誘惑はとりあえず脇に置
くとして も,自身の出発点を書き手本人がゆがめている以上,こ の引用符で
囲われた部分 はなんとも空 々 しく響いて くる。 しか しこの主語を,遠 藤の人
バプテスマ
生 にとって最初の結節点 と呼べる 「洗礼 」 と置きかえてみるとどうだろう。
受洗 入信 した遠藤周作が,カ トリック作家 として生 きた軌跡をす こぶる簡
略に要約 した一文 ととらえることはできないだろうか。 そう,周 作少年がキ
リス ト教と出会 ったおりに 「人生をきめているのだとあの時,知 っていただ
ろうか」 と問いかけてみることに価値があるのではないか。
1.ダ ブダブの洋服
し ゅくが わ
兵庫県西宮市の 夙 川にあるカ トリック教会で遠藤周作は受洗 している。
当時,そ の教会 は 「駅か ら右 にむか う坂道を しばらく登ると,家 々の屋根の
むこうに教会の塔 と十字架がみえ(中 略)門 には天主公教会 という立札がは
めこんであ り,塀 にそって爽竹桃の樹が植え られていた」3)らしい。洗礼名
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はパウロ(ポ ール)で ある。
ただ し,受 洗は周作が望んだものではなか ったという。幼 くして 「洗礼を
受 けさせ られた」との苦々しい思い,キ リス ト教が 「肌に合わない」 とする
生理的な違和感,そ んな屈折 した思いを随筆や小説のなかに登場す る比喩か
らうかがい知 ることができるか らだ。たとえば,多 数の作品のなかで何度も
繰 りかえされた体 に不釣 り合いな 「ダブダブの洋服」 というたとえ。
私は少年時代 に母の言いつけで洗礼をうけたのである。 いわば基督教は
私にとっては成長期 と共に母親か ら着せ られた洋服のようなものであっ
た。(そのことについて私は今 日む しろ母に感謝 している)
しか し青年時代か ら,私 はこの洋服が 自分の背丈に合わぬことに苦 しみ
　 る 　 　 　 　
だ した。私の体にはこの洋服は洋服であり和服ではなか った♂)
いささか陳腐でひね りを欠いたレ トリックだと受けとれな くはない。萩原
朔太郎が,日 本の文芸の土壌に西洋思潮はさなが ら浮 き草のようにしか流行
せず,根 を生やさぬ様子を 「丁度宴會か ら蹄つた人が,大 急 ぎでタキ シー ド
を脱 ぐやうに,文 學 もまた,自 分のキモ ノの方に着換へて しまふ」fi)と記 し
たが,そ んな古めか しい雰囲気が漂 ってもいる。 しか し,遠藤 と同 じ大正12
年生 まれの詩人田村隆 ・の証言 によれば,当 時の子供は小学校の低学年頃ま
で和服が一般的であったという。6)ならば,遠 藤が洗礼を受 けた時期 と,和
服か ら洋服へと子供たちが身につける衣を変 じていった時の歩みとが重なっ
た巧 みな比喩 と受けとれな くはない。巧みさだけではない。「このダブダブ
の服 を自分の体に合 う和服に仕立てることが遠藤の 『生涯の基調』 とな っ
た」7)とする井上洋治の指摘を踏 まえれば,お 仕着せ とはいえ軽々には扱え
ないキ リス ト教を,成 長 とともになんとか 自分の身の丈にあわせ,そ して日
本の風土にまで敷宿 し,それを溶 けこませようと努めた遠藤の生き方その も
のにつながる重味のある比喩 と受けとめ得 る。また 「自分の体に甲羅のよう
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に覆 わ され た」8}とい う表 現 で カ トリックの 呪縛 を言 い表 わ した こと もあ る。
あ るい は こんな比 喩 も。
椎名麟三さんとか,評論家の佐古純一郎さんとか・私の親 しい三浦朱門
とい う小説家がお りますが,こ れ らの方 たちはいろいろと俳祖の末,キ
リス ト教徒 になることを選ばれた。 自分でいろんな思想 のなかか ら,キ
リス ト教を選びだ したんですか ら,ち ょうど恋愛結婚みたいな ものです。
ところが私 はいうなれば子供のときか ら,親 が勝手 にいいなずけをきめ
ておいて,こ れ といつのまにか結婚 させ られたわけだ。恋愛結婚 を した
`
人 を見合い結婚を した人が うらやむ ように,私 はこうい う椎名 さんや佐
古 さんに対 して,長 い間 コンプレックスを もっていた。9)
カ トリック作家遠藤周作の人生 にとって大 きな節 目と位置づけられ る受洗
の日は,あ くまで 「受動」 で語 られ,「使 役」 として受 けとめざるを得ない
なん とも苦 々 しい出来事であった らしい。先 の引用 に立 ちかえれば 「人生を
きめているのだ とあの時,知 ってはいなかった」 ようなのだ。
ところで 「あの時」 とは具体的にいつのことなのだろ うか。 い くつの とき
にダブダブの洋服を着せ られ,甲 羅を覆わされ,見 合い結婚を強い られたの
であろうか。
この先,遠 藤 の 自作 を中心 にい くつかの年譜(i～iv)を繰 りなが ら,キ
リス ト教文学の代表的存在 とされ る作家10)にとって大 きな転機 と位置づけら
れる受洗 入信 の 日を特定化 してみ ることに したい。 いささか,寄 り道 とも
回 り道 とも感 じられるか もしれない。だが,少 々まだるい歩みを進めるうち
にある疑問 につきあたる。 どんな年譜 にもつきまとう 「謎の部分」'bが見え
て くるのだ。 こう言いかえて もよい。 この地味 な作業を進 めることで遠藤の
心の襲 に触れ,そ の襲をさ らに押 し開いてみ るとそこに 「秘密」がほの見え
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2.複 数 の年譜
(注記)遠 藤周作 は1923年(大正12年)3月27日 東京 府北豊 島郡西 巣鴨(現 在 の
東京 都豊二島区 北大 塚 に相 当)に 生 まれ た。1929年(昭和4年)か ら1935年
(昭和10年)は 一度 転校 を経験 してい るがii、学 校時 代,同 年4月 か ら1940年
(昭和15年)3月 まで は中学生,そ の後,す で に触 れ たよ うな紆 余曲折 の あ る
都 合3年 の浪人 時代 を経 て慶応大 学 に進み,1948年(昭和23年)25歳 の とき
に慶応義塾 大学 文学 部仏 文科を卒 業 して い る。 年 譜を読む際,現 行 の学 制 と異
な る点 に注意 された い。 なお,本 稿が横書 きで あるため見 やす さを考慮 して,
引用 した年 譜 に記 され てい る数字 は算 用数字 で統一 した。
i『 現代 日本文學全集88:昭和小説集(三)』(筑摩書房1958年 所収
「年譜」)
「遠藤周作の秘密(上)」にも引いた部分なのだが,こ れが公にされたは じ
めての 「遠藤凋 作の年譜」であることから,洗礼の文字が入 った箇所を太字
に変えて再度引用 してみたい。
▼大正12年(1923)3月,東京市巣鴨に生 まれる。3歳 の時,父 の縛任 の
ため家族 と共 に大連 に移 り9歳 まで居住,昭 和7年 に露国,阪 神六甲,
及 び實塚 に住 んだ。9歳 の時,伯 母の影響でカ トリックの洗禮 をうけた。
御影の灘 中學(現 在,灘 高校)に 入學,同 校を卒業。12)
この年譜に則せば,誕 生後9年,つ まり1932年の時点でカ トリックの洗
礼を受けたことになる。 ところが,9歳 の周作少年が居住 していた場所は満
州関東州の大連。遼東半島の南端に位置 し,第二次世界大戦で日本が無条件
降伏する日まで,約40年間植民支配 していた都市である。その大連を離れ,
神戸市六甲に移 り住んだのは1933年10歳のとき。 というわけで洗礼に関す
る記述は明らかな誤記である。
はじめての本格的な年譜13}を当事者の遠藤が確認 していないというのは不
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自然なことだが,先 に触れたように,こ の年譜 には著者の校閲を受けたとす
る断 りが見あたらない。文献のどこを繰 っても,本年譜を手がけた人物がだ
れなのか不明なのだ。その意味から,受 洗の月年の狂いは年譜作 りにたずさ
わった第三者 による誤記である可能性がないではない。
ii『新鋭文学叢書:遠 藤周作集s(筑摩書房1960年 所収 「年譜」)
この年譜の最終行には括弧書 きで遠藤周作 と署名がある。 自筆年譜の先が
けである。その意味か ら,以後続々と編まれる遠藤周作 「年譜」の原点となっ
た。14)
▼1933年 日本 に戻 り神戸市六甲小学校 に転校,幼 年時代にあこがれて
いた日本の風景に幻滅を感 じる。伯母の奨めによりカ トリック教会 に通
い洗礼をうける。灘中学(現 在の灘高校)に 入学す。'5}
父母の離婚が原因で,母 郁 に連れ られて兄正介 と共 に満州か ら日本 にもどっ
て きたのは1933年(昭和8年)夏 の こと。 この とき,周 作 は満年齢で10歳
である。灘中学 に入学 したのは1935年,つ ま り12歳の春。 とす ると,上 記
の年譜 に照 らせば10歳 か あるいは11歳 の ときに洗礼を受 けた ことにな る。
も しか りに,12歳 の誕生 日す なわ ち1935年3月27日 以降,灘 中学 に入学
す るまでの数 日聞 にバ プテスマを受 けた とすれ ば,12歳 で受洗 とい う可能
性 もあ り得 る。,
しか し,こ の表記 では,周 作少年 が洗礼を受 けた時期 を しぼ りこめない。
遠藤 にとって,洗 礼 がた とえ お仕着せ であ ったにせよ,後 の生 き方 に照 らし
て大 きな転機 とな った受洗の 日に焦点があ っていない と感 じられ る。 なにか
ぼやけた印象をぬ ぐえない年譜 である。
'
iiiA『現代 の 日本の文学45:安 岡章太郎 ・遠藤周作集s(学 研1971年
所収 「年譜」)
B『 別 冊新 評 遠藤周作 の世 界』(新評社1973年 所収 「遠藤周作
遠藤周作の秘密(中)135
自作年譜」)
▼A昭 和8年(1933)10歳 父母の離婚 により,母 に連れ られ 日本に戻
り,神戸市の六甲小学校 に転校。神戸にいたカ トリック信者の伯母に
しゅ くが わ
夙 川の教会 に連 れていかれ る。
昭和10年(1935)12歳 洗礼 を受 ける。 洗礼名 ポール。六 甲小学校
を卒業 し,灘 中学 に入学。'6)
▼B昭 和8年(1933年)10歳 父母の離婚により,母 に連れ られ日本に
戻 り,神 戸市の六甲小学校に転校。神戸 にいたカ トリック信者の伯母
し ゃくがわ
に 夙 川の教会に連れていかれ,以 後教会に通いはじめ,他 の子供た
ちと共に公教要理を聞 く。翌年,洗 礼を受け入信する。洗礼名ポール。
昭和10年(1935年)12歳 六甲小学校 を卒業 し,私 立灘中学 に入
学∵η
上記の年譜いずれにも遠藤は目を通 している。Aの 末尾 には 「この年譜
は,著 者の自筆年譜をもとに編集部が作成 し,著者の校閲を得 ました」と注
記されているし,Bは タイ トルが示す ように 「自作」の年譜である。
前者は12歳の頭に,後 者は10歳の末尾 に 「あの時」が置かれている。そ
の点で違いはあるものの,両 者 とも記載 されている内容に大きな相違はない。
しかも,A・Bと もに,何 歳でカ トリックの洗礼を受 けたのかが一・目ではわ
か らない。手許にある辞書で 「年譜」を見ると 「個人あるいは団体などの経
歴を年月の順に記載 した記録。類語は履歴書,閲 歴,来 歴」 とある。その意
味からすると合点のいかぬ妙な符合 とは言えまいか。
じっくりと年譜を見つめれば 「あの時」を定めることはできる。小学校卒
業時点で12歳であることか ら,両 方の年譜 ともに洗礼を受 けたのは周作が
ll歳のときと知れるか らだ。で も,なぜ11歳(1934年)の時点に一項を設
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けないのか。何度 も言 うが,カ トリック作家遠藤周作の生涯を{府賦 して見た
とき,大 きな節 目となった受洗の月年を暖昧に し,下 手をすると誤読 されか
ねない表記に したのはどうしてなのか。年譜の余白に受洗の時をたゆたえる
かのような書き方を していると記せば,う が った見方にすぎるであろうか。
iv『われらの文学10:福永武彦 ・遠藤周作』(講談社1967年 所収 「略
年譜く遠藤周作 〉」)
上記の疑問に応 じるように,洗 礼の年を明確 に示 した略年譜 も存在する。
ただ,閲 歴のならびがかな り大雑把で,そ の省略ぶ りは乱暴にすぎる。1ペー
ジに年譜を収める≒いう編集上の要請によるものと推察するが,遠藤の誕生
を記 した後,一 気 に 「洗礼 を受 けた」年 に飛 び,そ の後 は大学予科入学 まで
記述 のない荒 っぽい もの。 年譜制作者18)は不明であ る。
▼大正12年(1923)東 京巣鴨 にgt三まれた。
昭和8年(1933)11歳 伯母 の奨め によ り母,兄 と共 にカ トリックの
洗礼 を受 けた。
昭和18年(1943)21歳 慶応大学文学部予科入学。ig)
この年譜 は,洗 礼を受 けた年 が1年 ずれてい る。 また,生 誕 の箇所 に年 齢
が書 かれていないのでわか りに くいが,年 は数えで表記 されている。 そ うで
な い と計算 が あわな い(満 年齢 で11歳 の遠藤 を記述 す るな ら 「昭和9年
(1934)」と しな くてはな らない)。また,「母,兄 と共 に」 とい う記述 は 「母
とほぼ同時期,兄 と共 に」 と解 す る必要が ある。 同 じ日時 に受洗 は していな
いか らだo
い くつ も誤記 のあ る年譜 であ る(ち なみに1974年の第2刷 で も記述 の ミ
スはiEされて いない)。だが,事 の重要性 に鑑み,洗 礼 の水 を受 けた時 点 に
独 立 した一項 をたてた とい う点 で新味を盛 った年譜 といえ る。
閑話休題。 ともか くも複数 の年 譜を通 して,遠 藤周作 は 「1934年(昭和9
遠藤周作の秘密(中)137
年)11歳 の時点 で洗礼 を受 けた」 とい う点が どうにか確認 で きた こと にな
る。 しか し,こ れが誤 りなのだ。
3.修 正 された年月
この誤 りに照準 をあわせ,修 正 を施 した年譜 が 「國文學 解釈 と鑑 賞 」
(1975年)のなか にある。20)制作 したのは,麻 布 高等学校 教諭 であ った小野
ひ と し
寺 凡 なる人物。
▼ 昭和8年(1933)10歳 父 母が離婚。母 に連 れ られ て 日本 に戻 る。神
戸 の六 甲小学校 に転校。伯 母に夙川 の教会 に連れていかれてか ら,公 教
要理 を聞 くようにな る。
昭和10年(1935)12歳3月,六 甲小学校 卒業。私 立灘 中学校 入学,
同級 に楠 本憲吉がいた。6月,洗 礼 を受 ける。洗礼名 ポール。i5年(17
歳),中 学校卒業。21)
小野寺が遠藤の自作年譜等,先 達の記述を鵜呑みにす ることな く,洗礼の
日月 を割 りだ した根拠が いかなる ものか は不明であ る。 それ で も,こ の記述
が正 しい。 遠藤 周作が受洗 したのは1935年(昭 和10年)12歳 の とき,灘
中学1年 生 の6月23日 の こ とであ る。 母郁 に遅 れ ることほぼ1ヶ 月,夙 川
カ トリック教会 で主任 司祭永m辰 之助神父 によ り受洗 してい る。保存 されて
いる 「洗 礼台帳」LIBERBAPTIZATORUMno.848にその点 は明記 されて
いる。 ただ し,大 半 の年譜 はこの年月 をいまだに誤 って伝 えて いる。22)
と もあれ,小 学校 時代 に洗礼の水 を受 け入信 したの ではない。
で はなぜ,遠 藤 は小学 生で受洗 した と誤 った経歴 を繰 りかえ。し年譜 に記 し
たのか。 単なる記憶違 いか。 それ と も遠藤周作 は,本 気 で中学入学前 に受 洗
した と思 いこんで いたのだ ろ うか。 あわせて,明 らかに微妙な揺れが認 め ら
れる 「あの時」の記述 に対 して,多 くの年譜制 作者 がそれを疑 うことな く,
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そのまま従 ったのはなぜなのか。
4.錯 誤か作為か
遠藤 自身が洗礼の時期 を取 り違えているのではないか,と 疑われる節がな
いではない。た とえば 『私 にとって神 とは』のつぎの発言。
正直 に言 って,教 会の話はお もしろくな く,居 眠 りば っか りしていま し
たよ。一緒 に話を聞いている子供組の連中がみんな洗礼 を受 けることに
な り,そ れに?ら れて受 けます,と 言 って しまいま した。 それが どんな
に大切な ことか と考えないで洗礼を受 けたわけだ。小学校 の四年生の時
ですか ら,十 歳か十一歳 ぐらいで した。
そんな具合 に洗礼を受けたわけですか ら,思 想的な動機 は全 くありませ
ん。言 うなれば幼児洗礼 と同 じように,何 も知 らずに入信 したような も
のです。23)
そ もそ も信仰世界に消極的な気持ちで関与 したとの思いが,受 洗 入信の
時期 まで も曖昧な記憶 とさせたと考え られな くはない。思わず 「小学校 の四
年生」 とか 「幼児洗礼」 と口に したの も,受 け身で洗礼を受 けさせ られたと
す る思 いが強すぎて,つ い,過 去=幼 年期の 「幼」へと意識を遡求 させ過 ぎ
たか らだと理解できない こともないか らだ。
だがその一方で,開 ロー番,こ う言い切 ってい るケース もある。
皆 さん は,キ リス ト教の本なんて嫌 いで しょう。 聖書 も敬遠 した くなる
で しょう。
それを承知 で,牧 師で も神父で もない私が,こ んな本を書 きま した。
私は,十 二歳の時にキ リス ト教 の洗礼を受 けた男です。24)
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ここでは,は っきりと年齢を示 して 「洗礼を受 けた男」 と自らを位置づけ
ている。いままでに見たような 「不釣 り合い」「いつのまにか」「何 も知 らず
に」 といった弱気で腰の引けた姿勢 は認め られない。 この書のタイ トルは
『私のイエスー 日本人のための聖書入門』。意味深長ではないか。
また,小 説のなかで,自 身が洗礼を受けた体験を丹念に描写 しているケー
スがある。その例として 『私のもの』があげられ る。文庫本で20ページ程
度の小品なのだが,内 半分は 「あの時勝呂は少年の くせにひとかけらの信仰
もな く洗礼の水をうけたのである」25)と過去の心情を吐露す る主人公の 「洗
礼」にかかわる回想で占められ,残 りは 「あの男=キ リス ト」 に関する記述
がほとんどを占める構成 である。小説であるので,事 実 と異なる変形や粉飾
がほどこされてはいるものの,洗 礼を受ける際の心の揺れ と洗礼式の描写に
多 くのペー ジを費や しているのは,受 洗が実人生においてそれな りの比重を
もっていた証左 と受けとめ られよう。 そのタイ トルが 『私の もの』。含みを
感 じる表題である。26}
あるいはまた,キ リス ト教文学を研究する佐藤泰正 との対談集 『人生の同
伴者」のなかで,か なり唐突に,佐 藤の洗礼の時期 と洗礼を授けた人物を打
診 している箇所がある。
?
?
?
?
?
?
?
?
突然ですが,洗 礼 はいつ お受 けにな ったんです か。
私 は終戦 の年です。
だれ に洗礼を?
それはプロテス タ ン トの牧 師です。2T)
活字だけで対談の雰囲気を推 しはか り,現場の息づかいまで細かく感 じと
ることはできかねる。だが,前 後の文脈か らするとかな り唐突で,ぶ しつけ
な問いかけである。だが,ぶ しつけであ りなが らも水を向けたのはこの問い
に意味があるか らこそ。人生のどの時点で神を意識 したかは,信 仰をもつ者
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にとって大 きな意味があるとの判断に立 った質問であるはずだ。 さして重味
のない,記 憶の曖昧な私的な事項であると考えていたとしたら,突 然,尋 問
調で洗礼の年を他人に問いかけた りなどするだろうか。
5.堅 信
こうした諸々を勘案すれば,年 譜中の 「洗礼」に関する記述は作為的な演
出であ り,自己輻晦であったと考えざるを得なくなる。 しか も注目したいこ
とがある。先の引用で 「幼児洗礼 と同 じように」 という付帯条件をそえて,
信仰が無理や り着せ られた 「ダブダブの洋服」であるかの印象を与えている
点である。12歳での受洗 は成人洗礼だ。本人の意思表示ができない年齢に
親の思惑で受洗させる,い わゆる幼児洗礼 とは違 う。信者である遠藤周作は
この点を十分 に承知 していた。だからこそ 「体に合わないダブダブの洋服」
という比喩を時に応 じて巧みに使いこな し,自在に己の立ち位置をず らして
いる。前述 した発言 とは矛盾するこんな感想を口にしたことがある。
幼児洗礼 じゃなか ったか ら小説 も書 けたんだ と,今 はそ うお もいます。
後 に 自分 に着せ られた ダブダ ブの洋服 を自分 の体 にあ った和服 にす るこ
とを,自 分 の小説 のテーマの核 に しよ うとお もうようにな ったのは,も
し幼児の時 か らず っと受洗 して いた ら,そ のテーマは出なか った。28}
あ るいは,矢 代静一 との対談 で 「(君は)幼 児洗礼 ね」 と矢代か ら問われ
た際,つ ぎの よ うに切 りかえ している。
幼児 とい った って,僕,中 学生 だよ。 ご存知 のように,僕 の親父 とおふ
くろが離婚 しち ゃって,そ の さび しさに耐えかねて,お ふ くろが,自 分
の姉 がカ トリック信者 だ ったか ら,教 会 に行 くよ うにな ったわけよ。 そ
れで彼女が洗礼 を受 けて,そ うす ると必然的 に僕 と僕 の兄貴 とを教会 に
遠藤周作の秘密(中)141
行 かす で しょう。 それで 中学 の二年か三年の ときに受 けたんです よ。幼
児洗礼 とい った って,ほ とん ど少年洗礼 だね。29)
「中学生だよ」 と応 じ,「少年洗礼だね」 といささかおどけた調子で発言 し
ているあたりに遠藤の正直な気持 ちが顔をのぞかせてはいないか。書きもの
と違 って,対 談は待ったがきかない。ア ドリブだと本音がでやすい。ついうっ
か りは多 くの場合,本 心である。それと,今 ひとつ確認 しておきたいことが
ある。三浦朱門による以下の証言を見てほしい。
やがて,小 学生の周作は洗礼を受ける。彼の堅信(信 仰再認識の儀式)
は意外 と遅 くて,私 はその教会の記録を偶然見ることがあったが,そ れ
にはローマ字でシュウサク ・エ ンドウと書いてあり,年 齢は今の制度 に
して中学の上級のころであった。捌
「小 学生 の周作 は洗礼 を受 ける」 と書 かれて いるが,す で に触 れた よ うに
これ は正 しくない。 しか しなが ら,中 学時代 に堅信(「緊張」 の表記 もあ る)
を受 けているの は事 実で ある。
「堅信」 とはconfirmatioの訳 で,一 人前 の大人 の信 者 と して,教 会 や信
者社会 の…員 と して 自身 が存す る ことを確認す るための もの。三浦朱 門の説
明 によれ ば 「ユダ ヤ教 のバ ール ミツバ と対応 す る もので,通 常12,13歳で
行 う」3nとの ことであ る。 イエ ス ・キ リス トが設定 した7つ の秘 跡の ひ とつ
なのだが 「洗礼 ほど根本 的な ものではな く,従 って受堅 は受洗の よ うに救霊
に必須 の もので はない」3'2)とされ,こ れを受 けな い信者 もい る。 しか し,周
作 は,戦 争 の足音 が徐 々に耳 に届 きつつあ った1935年i2月8日,カ スタニ
エ司教 に よ り夙川教会 で受堅 して い る。洗礼 を受 けた6月23日 か ら数え て
ほぽ半年後 のことである(「堅信 台帳」no.381)。
三浦朱門 は遠藤 の洗礼 と堅信 との時間差 に違和感 を覚 えたよ うだが,そ も
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そ も受洗 した時期を小学校時代のことだと錯覚 しているのが原因である。 し
か し,三浦はともか くも,当 事者 である遠藤がこれを誤 って記憶 していたと
はいかにも不 自然ではないか。洗礼 と堅信,遠 藤は二度,神 の前で誓いをた
てているのだ。受洗が自分の意志 でなか ったとして も,信仰を再認識 し,そ
れを強め,そ れを正 しく表すための儀式たる受堅まで もが,彼 の意志か らほ
ど遠いものであったのだろうか。
幼少期,周 作少年は日曜 日,毎 週,ミ サにあずか っていた。33)内陣には香
炉の香 りが漂 っていたはずだ。 また 「土曜 日ごとに,敷 地(引 用者注 二夙川・
カ テ シ ズ ム
教会)の なかにある司祭館で仏蘭西人の神父か ら」34)公教要理 を聞か された。
幼いなが らも公教要理を通 じて,聖 霊や三位一体 といった言葉を,そ の意味
と価値 とを教えこまれてゆく。それは一種,洗 脳教育的な性質35)を帯びた麻
薬だ。周作が,そ うした雰囲気や麻薬か らどの程度の刺激や感化を受けたか
はわか らない。でも,少 なか らぬ影響は受 けた。 中学時代,司 祭にな って も
よいと考えた時期があるとい うか らだ♂6)それは一時的な気の迷いで,軽 々
しい判断であったのかもしれない。甘味な感傷的気分 もいかばか りかは混 じっ
ていたであろう。 だが,純 粋で真摯な気持 ちもあったに違 いない。なのに年
譜を見る限 り,洗礼の 日月が暖昧に滲んでいる。受け身の洗礼であった,自
分は弱い立場であったと繰 りかえ し,こ とあるごとに 「負」を印象づけよう
としている。
永眠 している遠藤に問いたい。 どうして,自 分の受洗 した時をぼか した年
譜を書 きつづけたのか。入信をめ ぐって必要以上に 「弱 さ」を演出 し,誤 解
を招きかねない表現を繰 りかえ した理由はなんなのか,と 。
6.玉 虫 色
その答 えを探 るため には,年 譜 とはいか な る ものなのかを今一度考え てみ
る必 要 が あ りそ うだ。先 に も引 い たが,辞 書 で 「年 譜」 を調べ る と類語 は
「履歴書、 閲歴.来 歴ilとある_Lた が って、涌堂.〆チrに 宏鮭聯1えr車室 力f
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記載 されていると考える。 しか し,現実はかな らず しもそうではない。
作家の自作年譜 にはあれこれ と想像が入 りま じる。 これを創作 と呼ぶべき
とす る意見 もある。立原正秋の年譜がその端的な例。高井有一 は立原の年譜
を 「こうあ りたか ったと願 う自身の姿を描き出 した一篇の小説」 と称 した後
に,こ んなエ ピソー ドを紹介 している。早稲 田大学の武田勝彦 が,立 原の
「自筆年譜 には創作の色合いが濃いと判断 し」本人に問いつめ ると 「立原正
秋は意外なほど簡単に 『創作だ』 と認めたという」37)のである。 あるいは,
小川国夫の年譜作 りで知 られた山本恵一郎は作家自らが制作 した年譜に触 れ
て,つ ぎのような感想をもらしている。
年譜は事実を記述する約束のもとに編まれるものだが,そ の事実を記憶
によって再構築する場合 もある生活年譜の部分では,厳 密につきつめて
いくと怪 しくなる箇所 も含んでいるのである。 そうなるとそうした虚構
性 のうえにな りたつ年譜 もそしてまた事実に忠実なの も,作 家の自作年
譜に限っては彼の作品の一つと考えてもよいのではないかと思われる。38)
遠藤の場合 も例外ではあるまい。事実,遠 藤の記 した年譜をそのまま鵜呑
みにして(い や,著 者の 「創作の意図を汲んで」 と言いなおすべきか もしれ
ないが),読み手 に感 じとらせたか った思 い(著 者の無意識の意識 と呼べる
ものかもしれない)を そのまま素直に汲みとった研究や評論が数多 く存在 し
ているか らだ。 また,小 説やエ ッセイに記 されたフィクションをノンフィク
ションとして論を進める人たちも跡をたたない。その所以を,吉 本隆明の以
下の指摘が鋭 く言いあてている。
思 うにこの作家(引 用者注:遠藤周作のこと)は 〈小説的な綾 に色彩 られ
たエ ッセイ〉を無意識の うちにもっとも鮮明に自己表白の 〈意味〉を展
開するに適 した文体 と信 じているか らだとおもえる。それは同時にこの
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作者 がお ちこんでいる陥穽 にもな ってい る。39)
作中人物(も う一人の遠藤 と言 ってもよい)と 現実の遠藤 とが二重写 しに
なる。 このとき遠藤は陥穽に落ちる。だが,読 者 も同じ穴 に落ちて しまう。
ただ し,こ の落 とし穴には気づかない。事実 と虚構とが自然に解けあって し
まっているためだ。 さりなが ら,そ の自然さは計算 された もの。「無意識の
うちに」 と吉本は記 したが,意 識的な構えが前提にある。無意識 と見え るの
は,遠 藤がある事実を何度か咀團,反 賀 して文章を したためる際に(事 柄を
抽象化する際 と言いかえて もよい),現実の生 々しい温度を適度 に冷 ま した
り,暖 めた りする才に恵まれていたため。 ただ し,その才 は生 まれなが らの
器用 さではない。小説家になるべ く後天的に会得 した技。遠藤 は作家 という
ものは勉強 しなければな らないと繰 りかえ し述べているが(堀 辰雄に会 った
ときに得た印象が強 く学びを意識させたのであろう),まさに研鐙のたまも
の。隠 さず さらけ出 しているかに見えなが ら,出 しきってはいない。事実 を
表白 しているかに感 じられるが,そ れは虚構の綾で しかない。技法を書 き手
の胸 中と早合点すると,変 形 した像が独 り歩 きをは じめかねない。作中の
「彼」が,遠 藤=「わた し」 と重な り,区別がつかな くなる♂o)これは年譜に
も認められる トリックだ。
二,三 例をあげてみよう。久山康は 「遠藤氏が幼児洗礼 によって潜在的に
与え られたキ リス ト教の救 いを,自 覚的に自己のもの としてゆ く成熟の過
程」")としてカ トリックと遠藤 との関係の危 うさを表現 したが,こ の 「幼児
洗礼」「潜在的」 といった言 いまわ しに 「年譜」 と 「事実」 との混線が認め
られ,こ の瞬間,遠 藤の 「小説的な綾」を 「自己表白」 ととらえる陥穽 に落
ちて しまっている。 また,い くつかの不誠実な誤 りがFlにつ く年譜を著わ し
た中野恵海は 「当時少年の彼にキ リス ト教の神を求める熱烈な心などあった
訳ではなく,全 く無 自覚な偶然の出来事のようであったろうと思われる」42)と
記す。そうなのだ。洗礼は 「無 自覚な偶然の出来事であった」 と周囲に思わ
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せること,遠 藤の思惑はここにあった。 自分は幼 く,弱 く,け っして強者で
はないというイメージ作 り,年譜を改観 した意図はこの点にある。
たとえて言えばこんな心理。洗礼の水を中学時代12歳で受けた とあ りの
まま公表することは,ト ランプゲームで自分の手持ち札をさらすことに等 し
い。それな りの意識に支え られた中学時代の受洗であると年譜に記せば,信
仰にかかわ る難題をつきつけられないともかぎらない。鋤 幼い時期,小 学校
時代に,仕 方な く受洗 した。そう記せば手持ちのカー ドをいかばか りかはご
まかせる。玉虫色の対応。・ぐにゃりと屈折 した自我の表れ。 ここか ら 「小説
的な綾に色彩 られた」年譜=過 去が誕生する。
それに しても,な ぜ玉虫色 にこだわ ったのか。それを考えるには周作少年
の大連時代に話を遡る必要があ りそ うだ。
IV
L面 従腹背
年譜 が対 象 とす るのは 「過去」であ る。過去 であればい くらで も改変,改
鼠 が き く。 ジェームズ ・ボール ドウ ィンではないが,過 去には簡単 にス トー
リー とい うル ビをふ る ことが できるか らだ♂4}
ス ト　 リ　
遠藤に とって,実 質的な意味で記憶 に残 る 「過 去」が始まるのは大連時
代か らである。清岡卓行が 『アカシヤの大連』の冒頭に 「かつて 日本の植民
地の中でおそらくは最 も美 しい都会であったにちがいない」45)と記 した町で
ある。 この地で,少 年は満州人(外 国人)に 触れ,満 州事変の最中で兵隊を
日にし,後 にイエスのまなざしへとつながる犬を飼い,そ の犬に話 しかけて
いた。だがなにより,遠藤にとって大連は父 と母とが別れた哀 しみの地とし
て記憶にある。46)
小学校時代,父 と母 とが不仲になってゆ く現場 に立ち会い,ひ たす ら苦い
思いに耐えていた。息をのんで過 ごしていた。夜になれば遅 くまで応接間に
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は灯 が ともり,両 親 は別 れ話 を繰 りかえす。 寝床の なかで耳 をふ さぎ母 の泣
き声を聞 くまい とす る。両親 の離婚 が決 まった とき,母 か父かを選 ば された。
結 果,母 と帰国 した。子 供の願 い は通 らない。 ときお りは大連 に残 った父 の
ことを思 ったに違 いない。だが,目 の前 には傷 つ いた母が い る。思 いを ぐっ
と噛み しめ る。
やがて,カ トリックの信者 とな った。だが,自 分の意 志 ではなか った。伯
母 の影 響を受 けた母 が受 洗 したため にそ う したのだ。
そ もそ も周作 の母 郁 は厳 しい人 で あ った。 大連時代の母 の姿 を遠藤 は書 い
て い る。狭 い部屋 で ヴ ァイオ リンの練習 をす る母 につ いて,こ ん な風 に。
「何時 間 も,た だ一 つ の旋 律を繰 りか え し,繰 りかえ し弾 いて い る。 ヴ ァイ
オ リンを顎 にはさん だ顔 は固 く,石 の ようで,眼 だけが虚空の一点 に注がれ,
その虚 空の一点の なか に 自分 の探 しもとめ る,た った一 つ の音 を掴 みだそ う
とす るか の よ うだ った」。 集 中力の あ る強 い母 で あ った。 しか し一・方 で,
「夫か ら棄て られた女」=「母」であ った。離 婚 して神戸 に もどり信仰 にすが っ
た母親 「た った一 つ の信仰 を求め て,き び しい,孤 独 な生 活 を追 い求 め る
母」47)なのだ。
けれ ど も,遠 藤 にと って信仰 は重 荷で あ った。 「ダブダ ブの洋服」 であ り
「覆 わ された甲羅」 で もある。 そんなお仕着 せに,表 面 は服 従す るか に見せか
けなが ら,裏 で は背 いていた。 抵抗 ではない。
くママラ くマ マラ
あの頃,子 供 なか ら祈 ってい るふ りを している自分 の偽善が辛 らか った。
自分 に嫌悪を感 じた。48)
井上洋治神父(遠 藤 と同 じ時代を生きた人物で一緒にフランス留学を して
いる)は 遠藤の言葉を織 りまぜなが ら自らの過去を振 りかえ り,「あの頃」
をこう回顧する。 日本でクリスチャンであることは 「二重人格」になること,
「面従腹背」をす ること,あ るいは 「隠れキ リシタン」 にな らざるを得ない
遠藤周作の秘密(中)147
こ とであ った,と 。19)
時代が,二 重人格 を,面 従腹 背を強 いた。 ク リスチ ャンはク リスチ ャンだ
というただそれだけの理 由で,非 国民の レッテルを貼 られかねない時局であっ
たのだ。 その昔,秀 吉が高 山右近や小西行長 に 「余 を とるか,デ ウスを とる
か」 と迫 った よ うに,「天皇陛下 を崇拝す るか,お 前 らの神 を崇 めるのか」
そんな質問が いつ どこか ら飛 んで くるかわか らない。せ めて も 「わか りませ
ん」 と偽装 するのがせ いぜい。 また,フ ラ ンス人神父が スパイ容疑 で検挙 さ
れて も助 けることはで きず,遠 藤 は 目をつぶ る しかなか った。嫌 で も面従腹
背 を強 い られ る。 苦 い自己嫌悪 にか られつつ も,胸 をは って信者 であ るとは
言 いだせ ない。戦争 中は,暴 力が信念 や思想 をい とも簡単にね じ曲 げて しま
う。 「ま さ しく隠れキ リシタ ンの心境 で,絶 えず踏絵を踏 んでお る」se),そん
な思いであ った。
両親の不和で陽のかげ った ようにな った家庭,お 仕着せの ダブダ ブの洋服
の ような信仰,人 の 自由を踏みつぶす時代。そ うした諸 々が少年 の弱 さばか
りを狙 い うつ。本性が第二の 自我 の影 に覆 われて ゆ く。少年 は自分 の誠 を隠
し,身 を潜め,自 分が 「弱者」 であると身 に しみ,身 に しみて,身 に しみ こ
んでゆ く。
2.ど じよ う
いささか先を急ぎすぎた。
手許に,遠 藤がはじめて自分の弱 さに気づいたと思われる大連時代の心情
を簡単に約 した年譜がある。山根道公の手がけたものだが,そ こにはつぎの
ように書かれている。
1932年(9歳)頃か ら父母 が不和 にな り,毎 日暗い気持で通学 し,哀 し
い心 を隠す ために悪戯 を した り,お どけた りす るようにな り,愛 犬の ク
ロだけに哀 しみを打 ち明ける。51)
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随筆や小説で繰 りかえされているように,当 時(9歳 の時点)大 連市の小
学校に通 っていた周作少年は,家 で飼っていた満州犬のクロにしか本心を明
かせずにいた。従 うべきは父か母か,日 に日に不仲にな っていく二人を見つ
めなが ら周作の心は揺れる。そんな心情をつづ った作品が数多 くある。 しか
おさなご
し,後 の創作 のなか に吐露 された思 いは,幼 子の心理 そのままとは言え まい。
幼少期 の心 の奥 になぞ らえた よ うな書 き方 で あ って も,そ こには書 き手 の作
意が こあ られてい る。描 かれた苦 しみや煩悶,感 情の軋 みは,か りに 「日記」
の類 であ って も生 の ままで はない。 お得意 の表現 を使え ば,そ れが 「真 実」
とい うことになろ う。遠藤 は事実 よ り真実 に重 きを置 くことを信条 と して い
たか らだ。52)だが,知 りたいのは無垢 な幼年 期の胸の 内。
幸運 な こ とに,周 作 が書 い た当時 の作 文 が残 って い る。1932年(昭 和7
年)夏,両 親の不和 が表面化 して きた頃,大 連新聞 に載 った 「ど じよ う」 と
題 された小 品がそれで ある。 そ こには大腰場小學校4年 遠藤周作 とあ る。53)
全体 で700字ほ どの作 文 なの だが,要 約す ると以下 の よ うな中身で あ る。
周作 は 「魚 にいやん」か ら何匹か ど じょうを もらい飼 うことにな った。 そ
れが うれ し くて た ま らず,「 その 日か ら私 は ど じよ うの はいつてゐ るせん め
ん きに くつついて はなれ ませ んで した」 と記す。 で も,狭 い洗面器 で飼 いつ
づ ける とど じょうが弱 る と考 え,学 校 の水槽 で飼 って もらうことに。 ところ
が 「あ くる朝」,水槽 を見 てみ ると 「ど じよ うは どこへ いつ たのか わつか し
か ゐませんで した」 と展 開,最 後 は こう締 め くくられ る。
それか らどじようは,つ ぎへ 死んで今では小 さいのがたつた一匹,友
だちをほ しそうに して水そうの中をおよいでゐます。
幼年期の複雑な心理の綾が読みとれると言えば,そ れは,彼 のその後を知 っ
ているがゆえの色眼鏡か もしれない。後だ しじゃんけんのような分析 と言え
な くはない。ただ,ど じょうを手 に入れて 「うれ しくてへ たま りません」
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という思いが,当 惑に変わ り,最 後は一気に暗転,な ん とも言い知れぬ寂 し
さが残 る作文であることはた しかである。遠藤周作の畏友井上洋治は,遠 藤
には 「独特の感受性 というものがあった」 と語 る。幼年時代の遠藤の鋭い感
受性を思いなが ら 「離婚 した母親を子供の目で 『夫か ら棄て られた女』 とい
てママハ
う捉え方 しているなど,や は り普通ではない感受性の鋭 さ抜きにしてはあ り
得ないよ うに思います」印 と口にしている。 この井上の分析が正 しいとした
ら,「どじよう」の哀 しい結末に周作少年の心情 を読み解 くことは突飛な想
像 とはいえないか もしれない。 ちなみに,後 年,遠 藤はこの時代を回顧 しな
が らこう書いている。
あれは私が小学校三年の時だ った。その頃私は満州(現 在の中国東北部)
の大連 に住んでいたが両親が不和 にな り,今 まで楽 しか った家庭が,夕
ひ
暮れ,急 に陽がかげ った ように暗 くな った。少年 の私 にはその理 由が一
向 にわか らず,た だ当惑 し,ひ たす ら息をのんで毎 日を過 ご した。 父 に
や さし くして もらえば,母 を裏切 った気 がす る し,母 に甘えれ ば父 に背
いた気 になるのだ った。s5)
3.弱 者の論理
整理 してみよう。 どうして,遠 藤は受洗の 「あの時」をぼか した年譜を発
表 したのか。それは読者に対 して 「幼児洗礼」(あるいは自分では判断がつ
かないほど幼 い頃の出来事)で,そ れが 「無 自覚な行ないであ った」 との印
象を植えつけるため。積極的な強者として信仰にかかわったのではな く,消
極的な立場で,い わば弱者 としてキ リス トを見つめていたことをアピールす
るためなのだ。ただ,そ の弱 さは家庭環境と時代 と宗教 とがないまぜとな り
少年周作をさいなんだために生 まれた抜きさしがたい意識。 ところが,い つ
の間にか 「弱者」 として 自己を規定するあり方が処世術 となり遠藤独特の思
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想へ と形 を変 じてゆ く。生来の弱 さが信仰の元で純化,精 錬 され,マ イナス
か らプラスへ と変ず る。 白らのキ リス ト教観 の根幹 をなす ものと して 「弱 さ」
が位置づ けられ,そ れが文学 を支え る礎 となる。
思想 は環境 が創 るのではない。環境 に どう反応す るか とい う精神が育む も
のだ。現実 といか に交合す るか,そ の答え を探 しだす過程 をへて思 想 は切れ
味 を増 してゆ く。 作品のなか で,遠 藤 が 自らを弱者 と位置 づける とき,そ れ
は明 らかに巧妙 な論理 と して働 いてい る。 す なわち,「強者 の立場 か らでは
な く,弱 者 の立場か ら」 とい う 「弱者 の論理」56)である。
ことわ り
その 理 は,た とえば 『沈黙』の 「俺 は生 まれつ き弱か。心の弱 か者 には,
マ ル チノレノ
殉 教 さえで きぬ。 どうすれ ばよか。 ああ,な ぜ,こ げん世 の中 に俺 は生 れ
あわせ たか」 とい うキチ ジローの叫 びに象徴的 に表れ る。 また,背 教者 フェ
レイラ とロ ドリゴとの問答の箇所 で は穏 やかな調子 にア レンジされて姿 を見
せ る。 穴釣 りの拷 問で うめ く人 た ちの声 が聞 こえ る最 中,殉 教 す るこ とで
「あの人 た ちは,地 上 の苦 しみの代 わ りに永遠 の悦 びをえ るで しょ,う」 と語
るロ ドリゴ。 そんな ロ ドリゴに 「誤 魔化 してはな らぬ」 とフ ェレイ ラは答 え
る。「お前 は 自分の弱 さをそん な美 しい言葉で誤魔化 して はいけない」5?)と静
かに諭す のだ。
あ るいは 『影法師』 の こんな部分 に も弱者 の論理が展 開されてい る。
人 間に もし,強 者 と弱者がある とす るな ら,あ の頃の貴方 は本 当に強い
人 だ った。そ して僕 は意 気地 な しの弱虫だ った。貴方 は 自分の生 き方,
自分 の信仰,自 分 の肉体すべてに 自信 を持 ってお り,確 固 と した信念で
日本 の布教をや ってお られた。 それにたい レ,僕 は今 日に至 るまで一度
として 自分のすべてに 自信 も信念 も所有で きなか った男 だ った。58)
「もし」 と仮定 しなが ら 「自分 のす べて に自信 も信念 も所有 で きなか った
男」 と結 ぶ。 これ は自己弁護 の便法 で あ り,一 種の開 き直 りであ る。[か り
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に」 という前提であるので,矛 盾をは らんでいても居直 ることのできる論で
あるし,後 ろ指を指されて も非難の矛先をす りかえ られるロジックである。
同時に,信 仰を支える力学 としても作用する。弱いか らこそ,後 ろめたいか
らこそ神を求め,そ こにこそ神が働 く。 この文言の底 に流れているのは 「イ
エスは罪ある人を愛 し救 うたあに地上 にあ らわれた」 といった類の説法。 こ
の とき文学 と信仰 とが巧みに融合される。
遠藤は,己 の心をいつわ り,後悔 と暗い後ろめたさと屈辱を感 じなが ら生
きてゆ く 「か くれ切支丹」の子孫に注 目していた。 自分の生 き様 と重 なるか
らだと何度 も繰 りかえ した。 ここにも,弱 者の論理が顔をだす。そ して,そ
れが遠藤の 「秘密」 と共鳴 しあう。
世 間 には嘘 をつ き,本 心 は誰 にも決 して見 せぬ とい う二重 の生 き方 を,
一一・生 の間,送 らね ばな らなか ったか くれの中 に,私 は時 と して,自 分の
姿をその まま感 じる ことが ある。私 に も決 して 口には出 さず,死 ぬまで
誰 に も言 わぬであろ う一 つの秘密 が ある。59)
弱者の論理 は 「すべての事柄 を,必 ずや自分の土俵 に」引きず りこみ 「処
理 しきって しまう」60}力学である。一見 単純で素朴で純粋だ とさえ感 じら
れる。「わた しは弱い人間です」 と言われれば,そ れ以上 は相手を追いつめ
られな くなる。いや,追 いつめた相子が逆に攻 めにあう。「わた しは弱い」
の裏には 「おまえも弱い」 とする反転の矢が仕 こまれているか らだ。61)
さらに忘れてならな い点がある。弱者 の論理を説 く者が,か りに正真正銘
の弱虫であったとして も,実 は,こ の論法のあり方 そのものが少 しも弱 くな
どないというか らくり。弱者の論理 は弱 くも,も ろ くない。実 に強 くて堅 い
ものなのだ。作品のなかで幾度 も幾度 も繰 りかえされるうちに,知 らぬ間に,
特異な説得力を帯びて くる。 これは間違いな く遠藤の意識的な文学的戦略で
ある。
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4,聖 母 と修羅
弱者=自 身 とす る遠藤流の自己規定を文学の 「論理」 にまで研磨させ,精
度を高めさせた現実の出来事がある。それは,母 郁との葛藤の ドラマ。幼年
期には黙って 「ダブダブの洋服」を着せ られ,「甲羅を覆わされた」 が,青
年期になった遠藤は黙 っていなか った。母の束縛か らのがれようと必死でも
がいたのだ。その もがきが遠藤の 「秘密」 と重な り,同時に遠藤文学の核に
つながってゆ く。
「母なるもの』のなかに,遠 藤は美 しいシーンを描いている。母親 を空襲
で火の粉を浴びた聖母像に重ね合わせる一節である。
それ(引 用者注:現 実の記憶にはないが,私 を背後か ら少 し哀 しげな眼を して
見ている母のイメージ)が どうして生 まれ たのか,今 では,わ か って いる。
マ 　 テ ル ロ ド ロ ロ サ
そのイメー ジは,母 が昔,持 って いた 「哀 しみの聖母」像 の顔 を重ね合
わせて いるのだ。62)
切れぎれに打たれた読点が,息 のあが った喘 ぐような文体が,肺 を病んで
いた遠藤の吸気音のようにも聞こえ る。長々と引用 はしなかったが,こ の場
面には熱い ものが こみあげて くる。母 とは子を抱きかかえ育てるもの。 じっ
と見つめるもの。その姿が,無 償の愛や絶対的な安全性へとつなが り聖母像
に,母 なるものに結晶する。
しか しながら,母 の包容力の裏には強烈な破壊の力が隠されている。子を
抱きしめる力が強すぎると,自 由を妨げ,動 きをとめかねない。聖母の裏に
は修羅が潜んでいる。過激で容赦のない世界が口を開けているのだ。
サ ド的世界にあつて母性 とは子供を閉 じこめるものであり,そ の自由を
施設する存在なのである。母性 は子 にたいする束縛をあの母性愛 という
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エ ゴイズムの美名 の下 に螢 む存在で ある。63)
現実の遠藤周作は母性の持つこの両面に悩まされた。ときに悦び,と きに
悩 み,苦 しみ,抱 かれ,も が くうちに,や がて母親 と対立,衝 突 した。遠藤
が18歳1941年(昭 和16年)の ときの こと。 生前 の年 譜 ではほ とん ど触
れ られなか ったあの空 白の時代の ことだ。 おそ らく,心 のなかで母郁 の胸元
あいくち
に七首 をつ きつけたのではないか。 そ して,そ の同 じ切先 は別な人物 にも向
け られたに違 いない。(以下,次 号)
注
*注番 号 は本 稿独 自の もの。 「遠 藤周 作 の秘 密(上)」 か らの通 しで は ない。 数が3
桁 とな る見 づ らさを避 けたか った し,本 稿 のみ を ご覧 にな る方の わず らわ しさを
な くす た めで もあ る。 したが って(前 掲 書)の 指 示 も本稿 独 自の独 立 したの もの
と し,「上」 です で に紹介 した 文献 で あ って も,再 度,使 用 した版 を示 した。 年
譜 に関 して は本稿 の 「補足 資料 」 番号(【 】指 示)を 示 した。 ペ ー ジ指 示 は補
足 資料 を見 れ ば足 りる との考 え であ る。 ただ し,必 要 と判断 した とき は年譜 の類
で あ って もぺ ・一 ジの指示 を して い る。 文献 の発行 年 は西暦 で統一 した。
1)遠 藤 周 作r堀 辰 雄 論 』(lll梨シル ク セ ンタ ー 出版 部,1972年8月1日,限 定
500部ノ内 見本 番)p.138。
2)「実 質 的 な処 女 作」 と書 い たの にはわ けが あ る。 処女 作 の 基準 を ど こに置 くか
とい うこ とにかか わ るが,こ の先本稿 で触 れ る 「ど じよ うj(小学 校時 代の作 文)
が大 連新聞 に載 った ことが あ るためだ。 またそれ以前 に も 「シュッ,マ ッチ。 ポ ッ,
ケ ム リ。 タバ コ,ノ ミタイナ」 とい う詩 が 同 じ新 聞 の少年 文芸 欄 に人 選 した こと
が あ る とい う(遠 藤IE介 「H本経 済新 聞」1969年7月7日)。 文 壇 に新 人 として
その名 を録 した ときを も って処 女作 とす るな ら,遠 藤が言 うよ うに 「神 々と神 と」
が それ に 当た る とい う考 え もない で はな い。 ただ,本 稿 は元 上 智大学 教 授 中野 記
偉 がそ の存 在を知 ら しめ,現 行 の年 譜 の大 半が 「実質 的 な」処 女作 と認 定 した作
に した が ってい る6
3)遠 藤周 作 「夙 川の教 会」(『お茶 を飲 みなが ら』 小学 館創 造 選 書,1979年10月
10日所 収)p.208。なお,厨 川 教会 の三竹 神 父様 に遠 藤 周作 の受 洗 な らび に愛 盛
に関 して 日付 に誤 りが ないか,そ れ ぞれ の台 帳を確 認 いた だい た。 お手 を わず ら
わせ た こ とを お詫 びす る と と もに,こ こに深甚 な る感謝 の辞 を記 したい。
4)遠 藤周 作 「私 の文 学 自分 の場合」(「〈DeLuxeわれ らの文 学>10福 永武 彦 ・
遠 藤周 作』 講談 社,1967年10月12日所 収)p.447。遠藤 は信 仰 を洋 服 にた とえ
るの が よ ほ ど気 に入 ってい た よ うで 「合 わ な い洋服」(「新潮 」1967年12月号)
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とい うタイ トル の エ ッセ イ も物 して い る。
5)萩 原 朔太 郎 「絶 望 の逃 走 」(『萩 原朔 太郎 全 集 第2巻 ア フ ォ リズ ム(全)』 新
潮社,1959年7月30日 所 収)p.407。
6)田 村 隆… 「昭和 の子 ど も」(『私 の昭 和』 新潮 社,亘990年1月15日 所 収)p.69
参照。
7)遠 藤 周作 『私 の イエ ス ー 日本人 のた めの 聖 書入 門』(祥 伝 社,1976年7月1
日)の カバ ーの 裏 見返 し部 分 に記 され た井上 洋治 の評 よ り。 な お,「 ダ ブダ ブの
洋服 を体 に合 う和 服 へ」 とい う表現 はす で に見 た よ うに遠 藤 白身 が 幾度 も繰 りか
え し用 いて い る。
8)遠 藤 周 作 「初心 忘 るべ か らず」(『異 邦 人 の 立 場 か ら』 講 談 社 文 芸 文 庫,1990
年7月10日 所収)p.214。
9)遠 藤 周 作 「私 と外 国文学 ・二」(『日本近代 文 学 と外 国 文学 』読 売新 聞 社,1969
年2月10日 所 収)pp.264-265。
ロ
10)遠 藤 を キ リス ト教 文学 の代 表的存 在 と記 す こ とに異 論 はな い と考 え るが,た と
え ば辛 口の批評 で知 られ る 田川建 三 が 『批 判 的 主体 の形成 』(三一 書 房,1971年
8月31日 初版 未 見,1971年11月1511第2版)の なか で 「現 在 のil本で キ リス
ト教 文学 として水 準以 上 に達 して いる もの は,遠 藤周 作 だ け では ないか と思 わ れ
る」(p.64)と書 いて いる例 が あ る。
11)「國文 學 近 代 作 家年譜 集成 」(學燈 社,1983年4月 臨 時 増刊 号)に 紅 野 敏郎
は書 いて いる。 「いか な る年 譜 で も,い まだ に ど う して も謎 の部 分,不 分 明 な要
素が つ きま と うのが つね で あ る」(p.7)。
12)【1】
13)そ れ まで は簡単 な略歴 が活 字 に な って い るだ けで あ る。 た とえ ば,本 稿 の補足
資料 の 注1を 参照 。
14)r〈鑑 賞 日本現 代 文学>25椎 名麟 三 ・遠藤 周作 』(角川書店,1983年2月25日)
に,こ の 「自筆年 譜 」が その後 の年 譜 の基 礎 とな って いる との指摘 が あ る(p.500
参照)。
15)【2】
16)【16】
17)【21】t
l8)年 譜 作 りを 「制 作」 と呼ぶ か 「作 成 」(あ るいは 「作 製」)と す るか は,意 見 が
わかれ る ところだ と思 われ る。 本稿 が 「制 作」 を選 ん だの は小川 国 夫 の年譜 を長
年 に渡 り担 当 し,年 譜作 りに身 を賭 した といえ る 山本 恵 一郎 が 白身 を 「年譜 制作
者」 と称 して い るため。 この一点 の理 由か ら。 なお,年 譜作 りの決 定版 と して刊
行 され た 「國文 學 近 代 作 家 年 譜集 成 」(前 掲 書)で は 「年 譜 作 り」 の意 味 で
「作製 」 と 「作 成」 両 方の文 字 が使 わ れて い る。
19)【8】
20)「この誤 りに照 準 をあ わ せ,修 正 を施 した」 と ことわ りを入 れ たの には わ けが
あ る。 た とえ ば 【12】に載 って いる年 譜 も,あ るい は 【15】(いず れ の年 譜 も制
作者 は島 田昭男)の そ れ も,受 洗 に関 して小野 寺 の手 が けた年譜 と同 じ扱 いが な
遠藤周作の秘密(中)155
され て いて 「6月,教 会 にて洗礼 を受 け る」 と記 されて い る。 しか も,小 野 寺 の
それ に先 ん じて いる。 ただ し,こ の 年譜,ど ち ら も昭和10年(1935年)の つ ぎ
は昭和15年(1940年灘 中学 卒業 時 点)に まで 日付 が飛 ぶ か な り粗 い簡 略 な 内容
で,あ わせ て履歴 が 時 系列 で配 置 され て いな い た め,周 作 が 灘 中学 に入 学 して
2ヶ 月後 の6月 にカ トリ ックの信 者 とな った ことが読 み とれ な い。 灘 中学 時 代の
いつ の時 点 での受 洗 で あ るのか が判然 と しな い書 き方 にな って い るの だ。 つ ま り
「昭 和10年(1935年)12歳」 の説 明 に 「3月,六 甲小 学校 を卒業。4月,私 立灘
中学 に入 学。 成 績 順 の ク ラ ス分 けで,最 初 はA組 だ ったが,2年B組,3年C
組 と さが り,最 後 はD組 にな った。 同級 に楠 本憲 吉 が い た。6月,教 会 にて 洗礼
を受 け る。洗 礼名 ポー ル」 とあ り,そ の後 「昭和15年(1940年)」に飛 ぶ形 を と
るか らだ。 中学 時代 の学 力不 振 を伝 え る情 報 を途 中 に書 き加 え た ため に,洗 礼 の
日月 が ぽ けて い る。 そ の意味 で,こ の年譜 は洗 礼 の時期 を特 定 化 す るには難 あ り
と判 断 した。 なお,洗 礼 の 日付 を6月231:1と特 定 した年 譜(お そ ら くは洗 礼台
帳 に基 づ いた制作 で あろ う)は 【33】が鳴 矢 と思 われ る。 た だ し,補 足 資料 に載
せ た初 版(1983年2月25日)の 段 階 で は洗 礼 の年 を11歳 と し,「復活 祭 の 日,
洗 礼を受 け入信」 と誤記 して い る。 後 の調 査 に よ って,宮 野 光 男 は初版 の記 述 を
改 め 「12歳の6月23日,洗 礼 を受 け入信 」 と した よ うだ。 「司式 永 田辰 之 助 神
父。 代 父朝 比奈 博」 とさ らなる新情 報 も書 きそえ て い る。
21)【24】
22)遠 藤 が カ トリックの洗 礼 を受 け,信 者 とな った年 齢 を11歳 とす る記 述 は現 在
にい た る まで,そ の ま ま事 実 と して鵜 呑 み に され て い る感 が あ る。 た とえ ば,現
時 点(本 稿脱稿 時2005年IO月)か らみ て,遠 藤周 作 の最 も新 しい刊 行物 で あ る
『恋 す る こ とと愛 す る こ と』(新 風舎 文庫,2005年9月5日)は,現 在,最 も信
頼 に足 る山根道 公 の手 にな る年 譜 を巻 末 に載 せて い るに もか か わ らず,カ バ ー の
裏 見返 しに印刷 され た略年 譜(経 歴)に は 「11歳で カ トリックの受 洗 を受 け る」
と印刷 され て いる。 また,遠 藤 自 ら 「俺 よ り も俺 の履 歴 に詳 しい」 と信頼 を寄 せ
てい た広 石廉 二(廣 石 の表 記 もあ り)が 編 ん だ複 数 の年譜(現 在 流布 して い る多
くの遠 藤 周作 に関す る 「年 譜」 のオ リジナ ル とな って い る)も,随 所 に小 説 や随
筆 の 一 節 を 引 用 して 履 歴 に色 合 い を 添 え,あ れ こ れ 臨 場 感 を 加 え て い る点
で それ 以 前 の 年 譜 に な い 独 自性 を だ して はい るが,洗 礼 を受 けた 年 につ い て は
「193・1年11歳」 と記 しつ づ けた。 あ るい は また,高 山鉄 男 の 「作 家 案 内」(「哀
歌 』講 談社 文 芸文 庫,1988年7月10日)に は 「昭和9年 に は,氏 の生涯 を定 め
た とい って い い重要 な転 機 が訪 れ る。 ほか で もな い,こ の年,氏 は母上 の すす め
るま ま,西 宮市 夙 川 の カ トリック教 会 で受 洗 し,入 信 したか らで あ る」(p.338)
とあ る。 入 信 が遠藤 の 「生 涯 を定 めた」 といえ る大 きな出来事 で,人 生 の節 目で
ある こ とは高 山の言 う通 りなの だ が,年 が1準 ず れ て い る。 な お,【48】(p.23)
に遠 藤 周作 の洗 礼台 帳 を撮 った写真 が掲 載 されて い る。
23)遠 藤 周作 「私 に と って神 とは』(光 文社,1983年6月251・1)p.6。
24)『私 の イ エ ス ー 日本人 のため の聖 書入 門』(前掲 書)p.3。
25)『哀 歌』(前掲 書)p.283。
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26)ち な み に,遠 藤 は この作 品 を 「愛着 の深 い」 短 編 で あ る と語 って い る(『群像
U本 の 作 家22遠 藤 周 作』 小 学 館,1991年8月IOEI,p.297)。また,自 作 年譜
【9】 の な か に 「私 の受 洗 は思 想 的 な迷 いの 後 に選 ん だ もの で は な く 『受 け させ
られ た』 と言 ったほ うが い い」 と書 き記 した直 後,い まま での年 譜 には ない こん
な 追記 を ほ ど こ した。 「しか し後 年,幾 度 もカ トリシズ ムを 棄 て よ うと して棄 て
え な か った こ とに私 は宗教 にた いす る 自分 の結 びつ きを考 え る。 その 心理 と気 持
につ い て は 『私 の もの』(短編 集 『哀 歌』)に書 い た」と。
27)遠 藤 周 作(聞 き手 佐藤泰 正)『人 生 の 同伴者 」(春秋社1991年11月301j)p.35。
28)同 上,pp.63-64。
29)矢 代 静 一 『聖 書 一 一この 劇 的 な る もの』(主 婦 の友 社,1979年3月30日)
p.168。ほか に 「國文 學 遠藤 周作 と北 杜 夫」(學 燈社,1973年2月 号)に 載 っ
て い る三 好 行雄 との 対談 で も,ほ ぼ開 ロー 番,中 学 時代 の受 洗 であ った と言 明 し
て い る。`
30)三 浦朱 門 「遠 藤 周 作 と二人 の女性 」(『遠 藤周 作 のす べて』 文 春文 庫,1998年4
月10日 所 収)p,93。
31)三 浦朱 門 『わが 友 遠 藤 周 作』(PHP研究 所,1997年12月5日)p.106。
32)『カ トリ ック大辞 典ll』(富山房,1942年6月20日 初 刷 未 見。1977年12月20
日第91刊)P.1840
33)ほ ぼ 毎 日の よ うに と言 いか え た ほ うが 実 態 に則 して い るか も しれ な い。 『聖
書 一 この 劇 的 な る もの』(前 掲 書)の なか に,母 に関 して 「熱 中す る人 だ った
か らね。 カ トリックにな った ら毎Hミ サ,死 ぬ まで毎 日 ミサ に行 く,空 襲 のなか
で も毎 日教 会 に ミサ に行 って たか らね」 とあ るか らだ。 毎 日で はな い に して も,
少 年 は こ とあ る ご とに ミサ に連 れて行 か れ た に違 いな い。
34)「厨 川 の教 会 」(前掲 書)p.208。
35)公 教 要理 を一種 の 「洗脳 教育 」 と記す と抵 抗 が あ るか も しれ な い。'だが,た と
え ば,井 上洋 治神 父 は 自分 の過 去 を振 りか え って 「神学 校の教 育 とい うの は,あ
る意 味 で 洗脳 教育 で あ った」(「基 督教 文 化研 究 所研 究年 報12号 」(宮城 学院 女 子
大 学,1980年5月20凹,p.148)と発 言 して い る。
36)斎 藤 末 弘,高 堂要(陪 席 椎 名麟 三)と の 座談 の なか で 「子 供の 頃 だ な。 僕 は
神 父 さん に な ろ う と思 ったの で す よ。 誰 も信 じて くれ な い けれ ど もね。(中 略)
それ で も一 時 は,毎 日毎fl教会 に行 って,白 分 は神 父に な る と言 い まわ った ため
に,み ん な に本 気 に され てね 」(斎藤 末 弘 『影 と光 と』 ヨル ダ ン社,1981年4月
10E,p.243)と語 って い る。 『異 邦 人 の 立 場 か ら』(前 掲 書)で も,あ るい は
『厨 川 の教会 』(前掲 書)な どに もこのエ ピソー ドは紹 介 されて い る。
37)高 井有 一 『立 原正 秋 』(新潮 文庫,1994年12月25日)pp.48-49。
38)山 本恵 一 郎 『年 譜制 作 者 』(小 沢書 店,1998年3月30日)p.132。な お,一 般
にな じみ のな いr生 活 年 譜」 とい う表現 は紅 野 敏 郎 がつ づ った文章(「國 文學 近
代 作 家年 譜集 成 」 前掲 書p.6)か ら採 った用 語 と推定 され る。
39)吉 本 隆明 『空 虚 と しての主 題』(福 武 書店,1982年4月30日)p.161。
フ ぐ ク シ ョ ン
40)神学者北森喜蔵は作 りあげられた 虚構 を事実と勘違いしたまま,遠藤にとっ
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て の母性愛 の 問題 を論 じてい る(「足 の痛 みの文 学 遠藤 周作 」「愁 いな き神』
講 談 社学 術文 庫,1991年7月10H所 収)。 この勘 違 い につい て は本稿 の続 編 で
触 れ たい。
41)久lll康『文学 にお け る生 と死』(創 文社,1972年3月10日)p,100。
42)中 野恵 海 『近 代文 学 と宗 教 一 丹羽文 雄 と親 鴛 な ど 一 』(桜 楓 社,1972年12
月10日)p.171。ちなみ に,こ の 「年譜 」 と同 じ轍 を踏 む もの に鈴木秀 子 「遠藤
周 作」(『研究 資料現 代1]本文学② 小説 ・戯 曲ll』明治書 院1980年9A25日 所
収)が あ る。
43)遠 藤 の処女 小 説 「ア デ ンまで」 が載 った 「三 田文学 」(1954年ll月号)の 巻
頭,劇 作家 内村直 也 は 「遠 藤周 作君」 と呼 びか け,こ う問 いか けてい る。「ク ロー
デ ルがモ ー リア ックが,何 故 カ トリ ックで あ り,カ トリ ックでな けれ ばな らな い
の か。(中略)何 故 彼等 は神 を信 じたの か?そ れは伝 統 だ と云 われ て しまえ ば,
そ れまで ですが,で は近 代知性 とその伝 統 とが 如何 に して結 びつ いたの で しょう
か?(中 略)日 本人 であ り,カ トリック者 で あ る あな た にこ うした疑 問 を解 い
て いた だ きた い」。 お そ ら く,遠 藤 は処 女作 が雑 誌 に載 った嬉 び もつか の 間,内
村 の鋭利 な問 いか け にの けぞ ったの で はな いだ ろ うか。 な お 「トラ ンプゲ ー ム」
とい う比 喩 は,井 上 洋治 が安 岡章 太郎 との共著 『我 等 なぜ キ リス ト教 徒 とな りし
乎 』(光文 社,1999年1月30H,p.179)で用 いて いる もの。
44)「ぼ くが戦 争 に行 くとき』(読 売 新 聞社,1969年8月lll)の なかで ジ ェー ム
ズ ・ボール ドウ ィ ンを紹 介 した寺 山修司 は,自 らが 関係 した過 去 の あれ これ を改
変 した こ とで知 られ る人物(拙 著 『ぱ ざぱ あ るいは文学 時空 間 の迷路 』駿 河 台 出
版 社,2003年3月20日 参照)だ が,遠 藤 はその昔,未 来 を創 れ る と囎 い て いた
節 が あ る。 矢代 静 一 の 「鏡 の 中 の青 春』(新 潮 社,1988年8月20H)に 記 され
たエ ピソー ドで あ るが,「遠 藤 白 く 『日記 は明Uの 分 までつ けた くな る』」(p.78)
と口に した とい うの だ。 戯 れ言 か も しれぬ。 それ に して も 「羽 口」 を創 造,創 作
す るこ とが 可能 な ら,過 去 を変 じるこ とな ど造作 もない はず。
45)清 岡卓行 『アカ シヤの大 連』(講談 社,1970年3月201」)p.87。
46)「人 生 の同 伴者 』(前 掲書,pp.12-16)のなか で大 連 か ら受 け た影響,心 の痕
跡,無 意識 の奥 に隠 れて い る もの について語 って いる。
47)遠 藤 周作 『母な る もの』(新潮 社,1971年5月20日)pp.13-15。
48)遠 藤 周作 「日 くれ て、路 遠 し」(1980年1月号 『面 白半 分 こ っそ り、遠 藤 周
作 。』)p.25。なお,手 書 き原 稿 を そ の ま ま印刷 した せ いか,引 用 文 中 に2箇 所
の誤記 が認 め られ る。
49)「我 等 なぜ キ リス ト教 徒 にな りし乎 」(前掲書)pp.176-179。
50)中 野 孝次 との 対談 で の発言 よ り(中 野 孝 次 『対 談 小 説作 法』 文藝 春 秋,1983
年9月201i|所収p.171)。
51)【52】この ク ロは遠藤 の作 品 に何度 か登 場す る。 た とえ ば,「別 離」(『万 華鏡』
朝 日新 聞 社,1993年4月1H所 収,pp.63-66)の半 分 は クロの話 に 当て られて
いる。
52)「事 実」 は 「真実 」 にはお よ ばな い とい う考 え方 を遠 藤 は昔 か ら もって い る。
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昭 和32年 に物 さ れ た 「シ ラ ノ ・ ド ・ベ ル ジュ ラ ッ ク」(f文學 界 」3月 号 所 収)
と い う短 編 の なか で そ の点 に触 れ て い るか らだ。 やが て この 発想 は聖 書 に書 か れ
て い る 「事 実 」 よ り 「真 実 」 を重 ん じた い との着 眼 に いた り,さ らに そ の語 の 使
用 範 囲 は拡 大 して い った 。 ち な み に,「 真 実 」 と 「事 実 」 との違 い を小 林 秀雄 が
「酒 に 酔 って水道 橋 の プ ラ ッ トホ ームか ら下 の空 き地 に墜 落 した」 際,命 が助 か っ
た の は 「亡 き母 の助 け」 と称 した事 例 を あ げて,こ れ は 「事 実」 で は な い と して
も,小 林 さん が 「母 の 助 け」 と確 信 して い る以 上 は 「真実 」 で あ る とい う文 脈 で
使 って い る(『万 華 鏡 』 前 掲 書p.142)。似 て い る よ うに 見 え な が ら語 義 を探 れ
ば微 妙 に差 の あ るふ た つ の 概 念 の差 異 に着 目 し,自 分 な りの 定 義 を ほ ど こ して 論
を進 め,や が て そ の二 者 の 対立 を多 様 な事 象 に応 用 す る とい う例 が 遠藤 に は多 く
認 め られ る。
53)「ど じよ う」 の 出典 は 『母 な る神 を求 めて 一 遠 藤周 作 の世 界 展 』(ア ー トデ ィ
ズ,1999年5月,1日,p.17)に掲 載 され て い る新 聞(写 真版)か ら。 母郁 が も っ
て い た 切 りぬ き と言 わ れ る。 「昭 和7年 夏 大 連 新 聞所 載」 の 書 き こみ が あ る。
以 下 「ど じよ う」 の 引用 は こ こか ら。
54)「我 等 なぜ キ リス ト教 徒 とな り し乎 』(前 掲 書)p.171。
55)「万 華 鏡 』(前掲 書)p.64。-
56)「弱 者 の論 理 」 とい う語 は 「國 文學 遠 藤 周 作 と北 杜 夫」(前 掲 書)に 載 って い
る遠 藤 周 作 と三 好 行雄 との対 談 の タ イ トル に 「文 学 … 一弱者 の論 理 」 とあ る と こ
ろか ら。 そ のな か で,遠 藤 自身 は,安 岡 章 太郎 や吉 行 淳 之介 な ど 「第 三 の新 人」
と呼 ば れ た作 家 た ち とつ きあ う うち に 「弱者 」 の立 場 か ら作 品 を描 くとい う視点
を 得 た と語 って い る。 た だ し,そ れ を 「論 理」 と まで は表 して い な い。 この 着 眼
を さ らに深 く分 析 した の は武 田友 寿 や 田川 建 三 とい った人 た ちで あ る。
57)遠 藤 周作 『沈 黙 』(新 潮 社,1966年3月30日)p.214/pp.219-220。
58)遠 藤 周作 『影 法 師』(新 潮社,1968年11月15日)p.22。
59)『母 な る もの』(前 掲 書)p.33。
60)『批 判 的主 体 の形 成』(前 掲 書)p.65。
61)遠 藤 は こ う語 った こ とが あ る。 「私 は戦 中派 で あ りま して,自 分 を含 め て あの
世 代,私 の 尊 敬 して いた 先 輩,私 の行 って い た教 会 の人 た ち とい う もの が,や は
り弱者 で あ った こ とには違 いな い わ けで す。 戦 争 中,そ して 戦 後 の変 わ りよ うも,
私 を含 めて その人 た ちは弱 者 で あ った。 そ うい う時 代 に生 まれ,育 った私 で すか
ら,信 念 を貫 き通 した人 を 自分 の周 囲 にあ ま り見 た こ とが なか った」(「基督 教 文
化 研究 所 研 究 年報12号 」 前 掲 書,p.143)。
62)『母 な る もの』(前 掲 書)p.39。こ の シー ンの 美 し さに は上 納 英 郎 も注 目 して
お り,「文 体 の息 切 れ が,お そ ら くは万 斜 の情 を伝 えて い るの だ」(「解 説 」『現 代
rl本キ リス ト教 文 学 全 集10母 性 と神 聖 』 教 文 館,1973年9月20日 所 収,p.
174)と書 いて い る。
63)遠 藤 周 作 「マ ル キ ・ ド ・サ ド評 伝(皿)」(「 現 代 評 論 」 第2号,1954年12月
所 収)P.106。
遠藤周作の秘密(中)159
*注 〈追記 〉「遠 藤周 作 の秘密(上)」 注 番号31に 以 下 を付 記 した い。
遠 藤周 作 が横 浜港 か らフラ ンスへ 向 けて留学 にで か け た 日付 を 勘違 い して い た件 に
つ い て,広 石 廉二 が その事実 を遠藤 本人 に確認 し,間 違 いに気 づ いた とい うエ ピ ソー
ドを紹介 したが,同 じ ミスに井上 洋 治(遠 藤 と と もに ラ ・マルセ イ エ ー ズ号 で渡 仏
してい る)も 気 づ いて いた。 「まて よ,あ れは六月 じゃなか った っけな,そ う思 った
私 は記念 にど っか に と って おいて あ るはずのパ ス ポー トを さが して み る こ とに した。
(中略)パ ス ポー トを しらべ てみ た ら,や っぱ り七 月五 日 とい うの は遠 藤 さんの思 い
ちが い で あ って,実 際 は六月 四Uで あ った」(「鑑 賞 日本現 代文 学 ・月 報26(第25
巻)」角川 書店,1983年2月,pp.4-5)。広石 が ミス に気 づ きそれ を正 した とい う,
いわ ば年 譜制 作 者 と して の気概 を感 じとれ るエ ピソー ドが 活字 にな った時 点 よ り6
年 も前 の記事 で あ る。 井 上 は 「お そ ら く船底 での生 活 が あま りに暑 く,ふ だん は ラ
ンニ ングと シ ャツ とパ ンツで す ご して い た たあ,遠 藤 さん は六 月 と七 月 を錯 覚 した
の に ちが いな い」(p.5)と誤 記の理 由を分析 して い る。
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(補足 資料)遠 藤周作 年譜 索引(1958-2005)
遠藤周作(を 含む)全集 ・著作 ・雑誌の特集記事ならびに遠藤周作に関する
研究書 ・研究論文に掲載 されている 「年譜」1)を刊行年順に並べた一覧である。
言 うまで もないが,年 譜は作家 ・作品研究の基礎をなす もの。有形無形に
さまざまな学恩を受け得 る貴重な情報源である。 だが,先 人の労をことわ り
な く援用,盗 用 し,い かにも新 しい年譜を自作 したかに見せかけ,す まし顔
を決めこんだ ものが目立つように感 じる。年譜制作に活用 した資料や参考文
献を明記 していないものが多す ぎるのだ。そのためもあってか,誤 記,誤 植
の類が訂正 されずに独 り歩きを続けやすい。遠藤周作の場合であれば,こ の
世 に存在 しない本が彼の運命を決めた一・一・冊 とな っていた り2),自作年譜の母
親の死亡年が狂 っていたりする。 また,遠 藤に限 らず,作 家本人が年譜を意
図的に操作 し,「自らが構築 した美 しい虚構」3)に酔い しれることがまれでは
ない。 しか しそうした書 き手の心理はさておき,さ まざまな 「虚」が独 り歩
きを続ける理由のひとつとして,年 譜制作の作業がややもす ると軽視される
とい う事実を看過できないのではないか。あわせて,年 譜制作者の労を一覧
できる資料が見当た らないか らではないか㌔ そうした思いか ら,こ れまで
細 々と手許に集めてきた遠藤周作 に関する年譜をひとまとめにして,書 きと
めてお くことに した。
ただ し,こ れは 「『総』索引」ではない。講談社文庫 ・講談社文芸文庫 ・
新潮文庫 ・新風舎文庫等の巻末に載 っている年譜は,そ れぞれ出版社ごとに
元 となる雛形があ り,それを文庫の刊行年にあわせて,若 干の手直 しを した
だけでそのまま転用 しているケースがほとんどである5)。そのため,こ れは
掲載を見あわせた。それに,提 示 した一覧には数々の漏れがあるはずである。
「総索引」 などと大風 呂敷をひろげ られるはずがない。
誤記,誤 植,遺 漏はもちろんのこと,不 首尾,不 手際などご教示いただけ
れば幸甚。 制作2005年10月31日
遠 藤 周 作 の 秘 密(中)161
*1923年(大正12年)3月27日 遠藤周作 は誕生 した。
年譜 ・年代順
(西暦:初版日付)年譜制作著名
著者 ・著書名
あるいは全集名
(出版社)
掲 載 ペー ジ/
「年譜」 掲載 最終 年
(1923～)
【1】 1958年8月20日不 明 〈現代1」本文學全集〉 μ27(～1957)
88r昭和小説集(三)』
(筑摩書房)
【2】 1960年8月15日遠藤周作 〈新鋭文学叢書>6r遠 pp,239-242
藤周作集』(筑摩書房) (～1959)
【3】 1960年11月15日不 明 〈新選 日本文學全集〉
－
P.450(～1959)
33「戦後小説集(二)』 *「著 者 略 歴 」 と
(筑摩書房) あ るが,実 際 には
【1】 の 内容 を 新
字に手直 ししただ
けの記述 が主。
【4】 1962年9月20日遠藤周作 〈昭和文学全集>20 P.489-491
『安岡章太郎 ・遠藤周 (～]961)
作』(角川書店)
【5】 1964年3月27日不 明
一
〈新日本文学全集>9
、
P42H30
『遠藤周作 ・小島信夫 (～1963)
集』(集英社)
}
【6】 1965年1月20日不 明 〈日本文学全集>72 P627(～1964)
『名作集(四)昭 和篇 *「年 譜 」 と あ る
ド』(新潮社) が かな り簡 略。
【7】 1966年5月8日 不 明 〈現代の文学>37 PP.379-381
r遠藤周作集』(河出書 (～1935)
房新社)
一 合一 －w一- ～一 ▼
【8】 1967年10月12日不 明 〈DeLuxeわ れ ら の文 P.466(～1966)
学>Ior福永武 彦 ・遠
藤周作』(講談社)
【9】 1968年3月10日遠藤周作 〈現代文学大系>61 PB446-449
『掘 田善衛 ・遠藤周作 ・ (～1968)
阿川弘之 ・大江健三郎
集』(筑摩書房)
一
【10】1969年2月12日編集部(遠藤 〈新潮 日本文学>56 pp543-547
周作加筆,訂
正)
『遠藤周作集』噺 潮社) (～1968)
【11】1969年6月19日古林 尚 〈日本現代文學金集〉 PP431-432
106『現代名作選(二)』 (～1967)*後 半
(講談社) 作品名のみを列記。
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【12】196911三8J]51二1
【13】(未見)1969年
【14】(未見)1970年
れ ている文 献か らピック ・ア ップ した。
【15】
【16】
【17】
【18】
【19】
【20】
【21】
1971年1月30日
1971年3月1U
1971年7月20「1
1971年9月22[1
1972年7月10日
1972年12月10日
1973年12月10日
島田昭男 〈日本の文学>72r中 pp.536-543
村 真 一・郎 ・福永 武 彦 ・ (～1969)
遠藤周作集』(中央公
論社)
〈日本文学全集>38
『阿川弘之 ・安岡章太
一 郎 ・吉行淳之介 ・小島 一
信 夫 ・庄野 潤三 ・遠藤
周作』(新潮社)
－w-一 一,一 ー ー一
〈筑摩文学館〉 日本61
『堀 田善衛 ・阿川弘之 ・
一
遠藤周作 ・大江健三郎
一
集』(筑摩書房)
一 一'一 一 一}一 一-一 一
周 作文学 全集15』 【50】にあ る 「年譜 ・著 作 目録」に掲 載 さ
しか し,所 在 が つ か め な か っ た。 「年 譜 」
佳断 したが定かではない。
島田昭男 〈カラー版 日本文学全 pp.329-334
集>51『安 岡章太 郎 ・ (～1970)
吉行淳之介 ・遠藤周作』
(河出書房新社)
編集部(遠藤 〈現代日本の文学>45 pp.414-416
周作校閲) 『安岡章太郎 ・遠藤周 (～1971)*初 版
作』(学習研究社) 未見(第4版1972
年3月1日)
皐A-_
不 明 〈日本文学全集>40 PP.538-539
r吉行淳之介 ・遠藤周 (～1970)*初 版
作 ・安岡章太郎』(新 未見(第8版1974
潮社) 年10.月15日)
不 明 〈現 代 の 文 学>20「 遠 P.428(～197D
、 藤周作』(講談社)
⌒一
小田切進 ・桜 〈現代 日本文學大系〉 pp,380-382
井克明 87『堀 田善 衛 ・遠 藤周 (～1972)
作 ・井上光晴集』(筑
摩書房)
}・ ←一}
中野恵海 中野恵海r近 代文学と pp.211-215
宗教一 丹羽文雄と親 (～1972)
鷺 な ど ・一一』(桜 樹 社)
遠藤周作 「別冊新評 遠藤周作 pp,278-285
の世界 〈全特集〉」(新 (～1973)
評社)
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【22】1974年7月20日上練英郎 ・斎
藤末弘 ・武田
友寿 ・森禮子
〈現代 日本キ リス ト教
文学全集>18『キリス
ト教と文学』(散文館)
P317(～1966)
*「略歴 」 とあ る。
A←
【23】1974年12月51」(構成 ・イ ラ
ス ト)米 田共
「國文學 解釈 と鑑賞
アニメ ・遠藤周作」
505(至文堂)
PP.26-31
(～1974)*「遠 藤
周 作 人 生 マ ップ」
とあ る。
【24】1975年6月1日 小野寺凡 「國文學 解釈と鑑賞
遠藤凋 作の文学世界」
512(至文堂)
一－
ppl64-170
(～1974)
【25】1976年4月15日廣石廉二 〈筑摩現代文学大系>
79『阿川弘之 ・遠藤周
作集』(筑摩書房)
pp,472-481
(～1976)*廣石
と広 石 の記 述 あ り。
【26】1978年9月15日編集部(広 石
廉三編 「年譜」
参照)
〈新潮現代文学>41
『沈黙 ・イエスの生涯
遠藤周作』(新潮社)
PP.399-402
(～1978)
一
【27】
一
1979年3月30r1不 明 〈現代日本文学>32
『庄野潤三 ・遠藤周作
集』(筑摩書房)
P415(～1966)
*略 歴 。
【28】1979年6月25日広石廉二 泉秀樹編 「遠藤周作の
研究』(実業之 日本社)
pp.294-307
(～1979)
【29】
一
1980年1月511広石廉二 「こっそ り、遠藤周作。」
113面 白半 分1月 臨
時増 刊号(面 白半分)
pp.252-286
(～1979)
【30】1980年5月20日佐伯晴郎 「基督教文化研究所
研究年報/1980」12
(宮城学院女子大学)
,『
PP164-166
(～1979)
【31】1980年10月15日遠藤周作(泉
秀樹 ・今井真
理)
r試みの 自画像① 遠
藤周作による遠藤周作』
(青銅社)
237P.(～1979)
*遠 藤 周 作 の 半 生
を ま とめ た 著 書 。
【32】1982年6月25日広石廉二 〈芥川賞全集>5(文藝
春秋)
『
pp.585-595
(～1982)*初 版
未 見(第2版1982
年6月30日)
【33】1983年2月25日宮野光男 〈鑑賞 日本現代文学>
25r椎名麟三 ・遠藤周
作』(角川書店)
PP.523-540
(～1983)
【34】1983年4月30ロ小久保実 小久保実 『遠藤周作の
世界』(和泉書院)
PP.119-134
(～1982)*「遠 藤
周 作 略 伝」 とあ る。
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【35】1986年10月1日編集部?(広
石廉二参照)
「国文学 解釈 と鑑賞
特 集遠 藤周 作 」664
(至文堂)
pp165-166
(～1986)*「遠 藤
周 作 プ ロ フ ィル 」
とあ る。
【36】1987年7月11」
←
広石廉二 〈昭和文学全集>21
『小島信夫 ・遠藤周作 ・
庄野潤三 ・阿川弘之』
(小学館)
PP.▲004-1009
(～1987)
__≡ 工ー一 一
【37】1991年4月20日広石廉二 広石廉二r遠 藤周作の
すべて』(朝文社)
pp、328-343
(～1991)
一一
【38】1991年8月10日広石廉二 〈群像 日本の作家>
22『遠藤周作』(小学
館)
PP.356-367
(～199D
【39】
●
1991年10月24日広石廉二 広石廉二r遠 藤周作の
縦糸』(朝文社)
PP.274-289
(～1991)
【40】1991年11月30U広石廉二 遠藤周作 ・佐藤泰正
『人生の同伴者』(春秋
社)
}.-
PP.253-264
(～1991)
【41】1997年2月1日 編集部(広石
廉二参照)
「三 田文學 追悼 一
遠藤周作」48冬 季号
(三田文学会)
pp.70-83
(～1996)
【42】
一 一 ⌒
【43】
1997年9月29日廣石巌二 遠藤順子 「夫 ・遠藤周
作を語る』(文藝春秋)
pひ201-211
(～1999)*初版
未 見(第3版1997
年11月10口)
(注)1998年の 記
載 事項 は ないが,
1999年に 遠 藤 周
作 文学 館完成 予 定
とあ る。一
1997年9月29日広石廉二∵ 「(追悼保存版)遠 藤周
作の世界』(朝日出版
社)
pp267-277
(～1996)
【44】1997年12月13円山形和美(広
石廉二参照)
山形和美編r遠 藤周作
その文学世 界』
(国研選書3)
w}
pp.365-382
(～1999)
(注)1999年 に つ
いて は 【42】と同
じ内容 を記 述 。
【45】1998年7月18日山根道公(参
考文献の詳細
な記載あり)
「高原文庫 遠藤摘作
と軽井沢展」13(軽井
沢高原文庫)
pp.53-78
(～1999)
(注)1999年 は 予
定 の 記 述 が2件 。
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【46】
【47】
【48】
【49】
【50】
【51】
【52】
〔追 加〕
【53】
【54】
【55】
一
1998年9月25日不 明 遠藤周作 『ルーアンの PP.212-213
丘』(PHP研究所) (1950～1953)
*滞 フラ ンス年 譜。
1999年4月25日佐藤泰正(山 〈作家の自伝>98r遠 pp217-223
棋道公 ・広石 藤周作』(月本図書セ (～1996)
廉二参照) ン タ ー)
1999年5月1日 山根道公 『母なる神を求めて一 PP.170-189
遠藤周作の世界展』 (～2000)
(アー トデ イ ズ)
2000年L月20日笠井秋生 ・山 笠井秋生 ・玉置邦雄編 PP321-347
根道公 『作品論 遠藤周作』 (～1999)
(双文社出版)
2000年7月10日山根道公 『遠藤周作文学全集15』 pp327-388
(新潮社) (～2000)
2003年8月30日山根道公 「文藝別冊 総特集遠
『
pp.230-239
藤周作」(KAWADE (～2003)
夢ム ック)(河出書房
新社)
2005年3月27日山根道公 山根道公r遠藤周作 PP429-493
その人生と 「沈黙」の (～2000)
真実』(朝文社)
「年譜」とは銘打たれてはいないが,遠 藤の閲歴を追 うことのできる記述
を含む書籍としてつぎのようなものがある。
1980年2月20}:1 遠藤周作他 『自伝抄V脚 PP.63-114
(読売新聞社) *「帰 国 ま で」 と
い う タ イ トル で,
仏蘭西に留学する
一 こ と が 決 ま っ た
1949年か ら,同
地で病気入院する
1952年ま で の 自
伝を新聞に連載。
1980年9月25日鈴木秀子 『研究資料現代日本文 pp.246-255
学② 小説戯曲H』
(明治書院)
1997年12月5日三浦朱門 三浦朱門rわ が友 達 213P.*遠 藤凋
藤周作』(PHP研究所) 作のキリス ト教徒
としての生き様を
時 代 順 につ づ る。
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*年譜 で は ないが,日 記形 式 で遠 藤 周作 の履歴 や心情 に言及 した箇所 を含む単 行本
と して,遠 藤周作 『作家 の 日記 』(作品 社,1980年9月30日)あ るいは 『「深 い
河 」創 作1」記』(講 談社,1997年9月19H)は もち ろん の こ と,藤 田 尚子 『遠
藤 周作 「沈 黙」 草 稿 翻 刻』(長崎 文献 社,2004年3月30日)を あ げ る こ と もで
きよ う。
注
1)一 部,年 表形式のものを含むが,あ まりに簡略にすぎる略歴の類は除いた。ま
た,イ ンターネット上で公開されている 「年譜」は出典の不確かさ,記述の不正
確さ,あ わせて著作権等の問題も勘案 してここでは触れていない。ちなみに,遠
藤周作の 「略歴」がはじめて掲載された単行本は 『堀辰雄』(一・古堂書店,1955
年11月30日)のカバー裏面。そこには若き日の遠藤周作が破顔一笑 している写
真 と共に,以 下のような記載がある(数字は元のまま漢数字で表示)。
著者は大正十二年三月二十七日,東京に生れ,慶 応義塾大学仏文科を卒業後,
ピママハ
リヨ ン大 学 に学 ん だ。 か って カ トリックダイ ジ ェス トの編集 長 と して勤 務 し,
現在 は文化 学院 に講 師 と して 教鞭 を取 って い る。 また三 田文学 会,文 芸 家 協会
に所属 し,本 年(白 い人)に よって芥 川賞 を得 た。
現 在 まで の主 な著 書 と して は(フ ラ ンスの大 学 生)(カ トリック作 家 の 問題)
等 があ る。
この 「略歴 」 を誰 が 書 いた か 同書 内 に記載 はな い が,文 体,あ るい は書 名 を
()で 括 る とい った特徴 か ら見 て,遠 藤周作 自身 が書 いた もの と推 定 され る。
2)慶 応 義塾 大学 の仏 文科 で学 ぶ こ とを遠 藤 に決 心 させ た書 とされ る,佐 藤朔 の著
書 『フ ラ ン ス文 学 素 描 』(青 光 社,1940年11月8日)が い くつ か の年 譜 に は
『フ ラ ンス文 学 の潮流 』 と紹 介 され て い る。 これ は遠 藤 自身 が タイ トル を誤 って
紹 介 したのが そ もそ ものは じま り。 しか し,現 物 にあたれ ば 「潮流」 が タイ トル
で は な く,そ の第1章 に相 当す る箇所 の 「見 出 し(扉)」 だ と知 れ るはず。 書誌
学 の分 野 で知 られ た 青 山毅 の書名 『総 てが 蒐書 に始 ま る』(青 英 舎,1985年11
月16日)を 引き あい にだ す まで もな く,年 譜 制作 に と って本 集 めが まず は なに
よ りの 基本 とな る こ とは言 うまで もあ る まい。 ちなみ に同書 に は こ うあ る。 「文
学者 の年 譜 を作成 す る場合,何 よ り必 要 と され るものは第 一次 文献 であ る ところ
の直 接 資料 で あ る。(中 略)し か し,年 譜 の場 合,第 一 次 資料 だ けが 総 て で はな
い。 戸籍 の調 査,学 歴 の調 査,生 活事項 の調 査 な ど,詳 細 になれ ば な るほ ど項 目
がふ えて くる」(p.265)。ま ず は 「蒐書 」,こ れ は至極 当然 の こ となの だが,イ
ンター ネ ッ トな どお手軽 な媒 体 ばか り利 用 して 資料 収集 を怠 る者 が増 え るなか,
これ今 や至言,金 言 の域か。
3)高 井有 一 が 『立原 正秋』(新潮文 庫,1994年12月25日)の な かで,立 原 自 ら
が 手が け た年 譜 に寄せ た感想 よ り(p.55)。
4)多 くの図書 館 に常備 され てい る閲 覧用 資料 に,口 外 ア ソ シエ ー ツ刊r年 譜年 表
総 索 引』 『年 譜=年表 総索 引1991-2000』が あ る。 しか し漏 れが 多 く,誤 記 も散
見 され,到 底 「総索 引」 の名 には値 しな い。
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5)た だ し,『青い小さな葡萄』(講談社学芸文庫,1993年2月IO日)の巻末に載 っ
ている古屋健三による 「作家案内」のような労作がないではない。
(ひさまつ ・けんいち 商学部助教授)
